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ウクライナ語正書法史

19世紀以降のウクライナ語正書法の変遷を中心にして

ポズドゥニャコーヴァL.Ye
寺 田 吉 孝

１．は じ め に

ウクライナ語で，正書法のことを あるいは i（ギリシア語のορθοϛ「正しい」

とγρafη「書くこと」）と言うが， は i に句読法（ i ）を含めたより

広い範囲を対象とする場合が多い。

ウクライナ語の正書法とは，ウクライナ語において一般に受け入れられている文字で言葉を伝

える方法を規定する規則の体系である。国家の正書法は，アルファベットから句読点等の記号の

使用規則まで，民族文化の重要な構成要素であり，民族文化と切り離すことのできない付属物で

ある。現行のウクライナ語の正書法は，2007年に発表された。

本稿は，ウクライナ語正書法の通史の試みであるが，現代ウクライナ標準語確立を模索し始め

た19世紀以降の正書法の変遷を中心に述べていく。

２．ウクライナ語正書法の発展の歴史的区分

ウクライナ語正書法の成立段階は３つに分けられる。

① ウクライナ・ルーシ期（10世紀～17世紀初め）

ａ）古ウクライナ・ルーシ期（10世紀～14世紀第３四半世紀）

ｂ）古ウクライナ期（14世紀第４四半世紀～17世紀初め）

② 1619年発行のメレチィ・スモトルィツィクィー（ i ）の『文法』の規

範（17世紀初め～18世紀末）

③ 新ウクライナ語期（19世紀～今日）

ａ）現代語の正書法改良の模索（19世紀～20世紀初め）

ｂ）正書法の規範化（20世紀初め～現在）
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３．ウクライナ語正書法史

３－１．ウクライナ・ルーシ期（10世紀～17世紀初め）

３－１－１．古ウクライナ・ルーシ期（10世紀～14世紀第３四半世紀）

ウクライナ語正書法の源は，スラヴの文字の創始者キリールとメフォーヂィによって９世紀に

基礎が置かれた古スラヴ語の正書法に始まる。

ウクライナ語の文字体系は，当時とほとんど変わっていない。現在のアルファベットの中で古

スラヴ語のアルファベットになかった文字は，IとΙの２つしかない。文字 Iは，16世紀の終わり

頃から知られるようになり，17世紀に広まった。文字Ιは，最初は の代わりとして，また，新

たな閉音節における の場所に書かれていたが，後に，＋iの音結合の機能を持つようになった。

また，キリール文字で書かれたルーシの写本において， と の文字の区別はなかった。

３－１－２．古ウクライナ期（14世紀第４四半世紀～17世紀初め）

正書法を維持していたのは，主に，ブルガリアからルーシに来て働き，テキスト（主として，

教会文書）を翻訳した人達である。14世紀から16世紀の期間，祈祷書の写本（一部分は世俗的な

写本）において主流だったのは，タルノヴォ（ ) の総主教のイェフティミィ（ i ）

によって改良された正書法だった。この正書法の影響は，14世紀末頃から現れ，17世紀の20年

代まで続いた。この期間は，言語学において，「第２次南スラヴの影響（

i ）」の名で知られている 。

３－２．1619年発行のメレチィ・スモトルィツィクィーの『文法』の規範（17世紀～18世紀）

1619年にM.スモトルィツィクィーの著作『スラヴ語文法の正しい構成（ i
 

i ）』が発行されたが，その中にあるスラヴ語の文章にウクライナ語の音が

部分的に反映されていた。当時， と の意義が区別され， と の文字結合が提案され（当時，

ウクライナ語には，この音結合に相当する音があった），さらに の文字の使用が規範化された。

18世紀初め，ロシアのピョートル大帝の治世に文字改革が行われた。伝統的なキリール文字か

ら簡素化された「世俗文字（ )」に代わった。新しいアルファベットと文字形の改良に

は，ウクライナの学者たちも参加した。32文字からなる新字体の最初の活字体は，リヴィウ近郊

のジョウクヴァ（ ）市で印刷された。この32文字は，現在に至るまで大きな変更なく，
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i

非教会文字とも言われる。
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ウクライナ語，ベラルーシ語，ロシア語の正書法の基盤となっている。いくつかの古くなった文

字 など）は削除され，その代わり，それまで一部のテキストにしか用い

られていなかった と の文字が使われるようになった。

３－３．新ウクライナ語期（19世紀～現在）

３－３－１．現代語の正書法改良の模索（19世紀）

1798年に，イヴァン・コトリャレウスィクィー（I ）の『エネイーダ（ ı ）』

が発行された。これは，新しいウクライナ文学の始まりであると同時に，ウクライナ語を文字化

する方法の模索の契機となった。伝統的な文字体系の変革の必要性が生まれたのである。生きた

口語のウクライナ語で書くことを目指す作家たちは，古い書記法に従うのではなく，単語の音を

そのまま伝えるための方法を模索しなければならなかった。アルファベットの中には，1818年に

文字 が，1837年に文字 と文字結合 ， が，1873年に文字ıがそれぞれ加えられた。その代

わりに，文字 ， ， は，次第に使われなくなっていった。アルファベットの要素の絶え間ない

早い移り変わりとそれらの要素の多様な用いられ方により，ウクライナ語に関わる実験がかなり

多く行われ，多数の正書法体系が生まれた。1798年から1905年までの間に，その普及度は異なる

が，約50の正書法が生み出された 。

それらの試みの中で，特に有名なものは，次のものである。

ａ．オレクシィ・パヴロウスィクィー（ i ）の正書法体系

ｂ．『ルサルカ・ドニストロヴァ（ i ）』のヴァリアント（1837年）

ｃ．クリシウカ（ i i )；『南ルーシについての記録（ i）』（1856年）

と『文法（ ）』（1857年）におけるP.クリシ（ i ）の正書法体系

ｄ．ドラホマニウカ（ i ）；19世紀70年代のキエフで，言語学者P.ジテツィクィー

（ ）をリーダーとするウクライナの文化活動家たちのグループによって作られた。

このグループの一員にG.ドラホマノウ（ ）がいた。

ｅ．ジェレーヒ ウ カ（ i ）；ウ ク ラ イ ナ の 学 者 Ye.ジェレーヒ ウ シ クィー

（ i ）がその著書『小ロシア・ドイツ語辞典（ i ）』

（リヴィウ，1886年）の編纂時に作成した正書法体系。

ジェレーヒウシクィーによって提案された正書法は，S.スマリ・ストリツィクィ（

）とF.ハルトネル（ ）の『ルーシ語の文法（ ）』において

確立された。『ルーシ語の文法』では，文字 とıが用いられた。また，接頭辞末の子音と語根頭

にあるヨータ化した母音 を分離して発音することを表わすためのアポストロフィも用いられ

ウクライナ語正書法史（ポズドゥニャコーヴァL.Ye，寺田吉孝)

i  I  i  iı ı ı ı //
i  i -

前に［j］が付加された母音，たとえば，［je］，ı［ji］，［ja］， ［ju］など。
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た。例えば， ， ı のように。しかし，唇音の後のヨータ化した母音の前では，ア

ポストロフィを書くことは提案されなかった。 ， ； ， ； ， ，i，ıの順にアルファベットに入

れられ，軟音記号はアルファベットの最後に置かれた。

ボリス・フリンチェンコ（ i ）は，修正が加えられたジェレーヒウカを適用して，

全14巻の本格的な『ウクライナ語辞典（ ı ）』（1907-1909年）を編纂

した。

３－３－２．正書法の規範化（20世紀～現在）

20世紀におけるウクライナ語正書法の整備に非常に大きな役割を果たしたのは，フリンチェン

コが『ウクライナ語辞典』で適用した正書法体系である。その辞書の序文で，フリンチェンコは，

ı

i
 

i  i  i  i  i

（『ロシア帝国アカデミー第２部会編纂ロシア語辞典』にあるウクライナ語の対応表現において用

いられると同時に，リヴィウにあるシェウチェンコ記念学術協会の発行物において用いられてい

る正書法が採用され) と述べた。

フリンチェンコの仕事は非公式ながら実質上の正書法となり，1907年から，公式のウクライナ

語正書法が初めて作成される1918年までの間，ウクライナの作家と出版社にとって模範の書記法

となった。フリンチェンコは， ， のスペリングとアポストロフィを守ろうとした（ ，ı， ，

の前の唇子音の後にもアポストロフィを用いた)。フリンチェンコは，先人たちの実践の中か

ら，合理的であったもの，ウクライナ語の本質に適合していたもの，さらに，正書法に民族的な

性格を加えていたものすべてを利用した。フリンチェンコの役割については，I.オヒイェンコ

（ i ）が i  ı i
 

i  i  ı i  i  I  i
 

ı i  ıi i  i（この

辞書の正書法は，ウクライナ語のすべての刊行物で採用された。この正書法は，19世紀の作家達

とウクライナの全人民の共同作業の結果として，ウクライナに広まり，今日に至るまで我々のな

かに保たれている) と語っている。フリンチェンコの辞書において採用された正書法規則の大

半は，現在まで残っている。音声にほぼ基づいて，「聞こえるように書く」というのが，この正書

ジェレーヒウスィクィのように， ， とはしなかった。

/
III

i  ı iı ı

// -
i  I  I  i  I  i  ı ı i  ı
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法の基本である。

ウクライナの国家機構の再開に伴い，全ての人々にとって必須であり，公式に承認された明確

な正書法規則集を作成する必要性が出てきた。中央ラーダ初代教育大臣である I.ステシェンコ

（ ）は，1917年，キエフ大学教授のオヒイェンコにウクライナ語正書法の簡潔な規則を

作成するように依頼した。オヒイェンコは，その後，1918年に，教育大臣M.ヴァスィレンコか

らもこの仕事を依頼された 。 i i  ı

ı i iı I  i （ウクライナ語正書法の最重要規則。正書法委

員会の依頼により，専任教員 I.オヒイェンコが編集) という著作の写しが保存されている（「1918

年４月29日，キエフ」の日付と場所が記されている）。ここで注目されるのは，1918年４月に，

国民教育省付属正書法委員会によってこの規則が採択されたことである。この委員会のメンバー

の中には，座長の I.オヒイェンコ以外に，A.ロボダ（ ），G.フルンシクィー（ ），

G.ホロスケヴィチ（ ），O.クルィロ（ ）がいた 。

1918年１月17日，中央ラーダは，『ウクライナ語正書法の主要規則（ i
 

ı ）』を公にしたが，それはウクライナ語の体系全体は捉えてはいなかった。

1919年５月17日には，ウクライナ科学アカデミーが『ウクライナ語正書法の主要規則』を承認し

た。これは，後に行われるすべての改良と訂正の基盤にもなった。オヒイェンコによって1918年

に確立されたこの規則の中には，次のことが述べられている。

１．外来語の gの音は， によって置きかえられる 。 i  i ， ， ， ，

i  i ， i

２．外来語において， の音は，文字上では，大抵，軟音ではない。すなわち， の後では， ， ，

， ではなく， ， ， ， が書かれる。 ， ， ， ， ， ，

i ， i ， ， ， i  i ， i ， ， ， など。

1925年７月23日，ウクライナ・ソヴィエト共和国（ ）人民委員ラーダ（ ）は，ウ

クライナ語正書法整備のための国家委員会（国家正書法委員会）を組織することを決議した。こ

の委員会には からの20名を超える学者に加え，さらに，西ウクライナからステパン・ス

マリ-ストリツィクィー（ ），ヴォロドィミル・フナチュク（

），ヴァシリ・シモヴィチ（ i ）といった代表者が入った。

ほぼ１年の作業の後，1926年の４月，『ウクライナ語正書法案（ ı

）』が i  i i  i  i  i  i  i  i

i  I  I  i  I  i  ı ı i  ı

i i  ı ı ı iı

i // i  ı i  i  ı II

この場合，しばしば も書かれることがある。例えば， ， 。
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i  i  i  i （言語学者だけでなく，作家

や編集者のような言葉の労働者，そしてとくに教育実践者に周知するために) ハルキウで発行さ

れた 。

数カ月間の審議，検討の結果，正書法案は，全ウクライナ正書法会議（1927年５月26日～６月

６日）で承認された。 の決定に従って，1928年９月６日から発効となった。この正書法は『ハ

ルキウの正書法（ i ）』あるいは『スクルィプヌィクの正書法（ i

）』として歴史に残った。これらの名前は，この正書法が作成された都市の名前，あるい

は，当時の教育人民委員のムィコラ・スクルィプヌィク（ ）の名から来ている。

1926年～1927年は，外来語における と の使用や硬音と軟音の の使用の問題が，現在と同様

に，特に先鋭化した問題となった。すなわち，東ウクライナと西ウクライナの正書法の伝統が最

も異なっているのは，この点なのである。

1926年の『ウクライナ語正書法』案は，外来語における と の使用に関して，1912年～1921

年のアカデミー正書法規則に準拠している。すなわち，外国語のhと gは，ウクライナ語の に

よって，同じように表わされる。例えば， i ， ， i  i ， ı ， i ， ，

i ， i i ， i ， ， i  i ， i ， i ， など。

しかし，外国の地名，人名などの固有名詞においては，（＝h）と（＝g）が区別される。I  i ，

I ，I ， ， ，I i ， ， ，I ，I  i ， i ，I i ，

i ， ，I ， （ ではなく）など。

借用されてから時間を経ている地名に関してだけは，外国語の gも文字 によって表わされて

いる。例えば， ， ， ， ， i ， i ， i など。

外来語における「 と 」，「 と 」の正書法は，ガリツィアとドニエストル川上流域の正書法

の伝統を特徴づける。これらの伝統の全ウクライナ正書法会議での競い合いに関して，O.スィ

ニャウシクィー（ ）は i  i
 

i  i
 

i  i  i  i  i
 

i  i  i  i i  i  ı iı i
 

i i  i （根強く長期にわたる闘いがやってきた。二つの正書法的・

言語的習慣の競い合いと言うよりも，２つの文化的・歴史的影響の競い合いであったと言うべき

である。両者の論証はかなり多様だが妥当なものである。しかし，結局のところ，両者が自分の

立場を擁護しようとする最も重要な動機は，多様な文化の影響が認められるか否かにあった。)

と記している 。50人を超える出席者の内，22人が ， ， を，20人が ， ， を主張

ı ― i

i  i  ı // ı
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した。また，外来語の gをウクライナ語の によって表すことに賛成したのが26人で， によっ

てあらわすことに賛成したのが10人だった。

正書法会議の場で，会議での議決における矛盾点の調整のために創設された委員会は，懸案の

問題に関して，次のように答申した。 i  l  i  i  iı

i  i  i  iı i
 

h― g  i （外来語の lを表すことに関

しては，会議の決議の方針に沿って，『正書法案（ ) 』に基づき，この規則を詳細に検討す

るように編集委員会に依頼する。外来語のh― gを表すことに関しては，『正書法案（ ）』

に戻る必要があると認める

1928年の『ウクライナ語正書法』は理想的なものではなかったが，ウクライナ民族の精神生活

における重大な出来事だった。これは，ウクライナ民族のための統一正書法を作成する最初の試

みであった。ウクライナ人居住地域全域にわたって，マスメディア（1927年には，新聞『ヴィス

チ（ i ）』の特別付録として，『ウクライナ語正書法；議論用通報（ ı

i ）』が世に出た）においても，学問的な雑誌（特に雑誌『ウクライナ

（ ı ）』）においても，この正書法規則に関する議論が沸き起こった。そして，この正書法は，

ウクライナのさまざまな地域の代表者達が参加した全ウクライナ正書法会議において，民主的な

方法（多数決）で採択された。1928年の『ウクライナ語正書法』は，正書法や句読法の規則を提

供するだけではなかった。それは，ウクライナ標準語の文語の音声学的，形態論的な構造を法典

化した。そして，このことにこそ，大きな意義が存在しているのである。

1933年，A.フヴィリャ（ ）を座長とする正書法委員会は，『ハルキウの正書法』を民族主

義的だとしてクレームを付け，即座にあらゆる辞書の発行を止め，そして，何の議論もなく，非

常に短期間（５か月間）で，新たな正書法を作成した。この正書法は，かつてないほど，ウクラ

イナ語とロシア語を統一化するものだった。アルファベットの中から文字 が取り除かれ，ウクラ

イナ語の学術用語は再検討され，ロシア・ウクライナ語辞典に従わされた。ウクライナ学術語研

究所（I  ı ı ı ）は1930年に廃止された。この版の正書法は，1933

年９月５日付で，ウクライナ・ソヴィエト共和国教育人民委員会の決議により採択された。

新しい正書法規則では，lの文字を持つ外国語起源の単語は，次のように綴られる。

１．軟音化していない （たとえば ， ， ， )： ， ， i  i ，

２．軟音化した （たとえば ， ， ， )： i ， ， ，

従って，leという結合は， を用いて綴られる： ， i ，

1926年ハルキウで発行された正書法案を指す。

i  i  ı // ı
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英語の単語では，すでに軟音の で借用されている単語（ i ， ， i など）を

除き，語尾や子音の前で， と綴られる： ， i

３．外国語のhと gは，発音に関係なく同様に， を用いて綴られる。

） i ， ，

） i ， i ， i  i ，

1928年版の『ウクライナ語正書法』に対して，1933年に加えられた変更は，知識人達を動揺さ

せた。そのため，ウクライナ・ソヴィエト社会主義共和国科学アカデミー言語学研究所は，正書

法に関する研究を続けた。

1938年５月14日，科学アカデミー言語学研究所によって練り上げられた正書法変更案を検討

するために，国家正書法委員会の設立が承認された。その委員会の書記長に任命されたのは フ

ルンシクィー（ ）だった。この案は，1938年の秋，審議のために350部印刷された。

この案に関しては，次の点に注目すべきである。

１．この案では，アルファベットに文字 がない

２．すべての第３変化名詞 の単数生格は，語尾 iを持っている（ i i）

３．接尾辞 を持っている第４変化名詞 の単数生格は，語尾 iを持っている（i  i）

４．外国語起源の単語では，すべての母音の後で，iを書くことが推奨された（ i ， i

この作業を行っている間に，ポーランド領内のウクライナ人居住地域のハルィチナー，西ヴォ

ルィーニ，さらに，ルーマニア領内のウクライナ人居住地である北ブコヴィーナなどのウクライ

ナ共和国への統合が起こった。これらの地域では，この時まで1928年の規範が有効であった。そ

のため，再びウクライナ語の正書法に関して問題が生じた。

1940年に フルンシクィーが長となった国家正書法委員会は，その後も，正書法の諸問題に

関して作業を進めており，1940年11月の時点で，第２の正書法案がすでに出来上がっていた 。

その案では，多くの規則が修正されていた。特に注目すべきなのは，借用語において，母音の後

に iではなくıを書くという規則が提案されたことである。例えば， ı ， ı， ıな

ど 。

また，注目を引くのは，「呼びかけの語形（ ）」である。案では，

と ， I と I ，I と I などの呼び

かけ表現の並行的な使用が提案された 。

主に，軟子音で終わる女性名詞が第３変化名詞に属する。

主に， で終わる中性名詞が第４変化名詞に属する。

I  i  ı i

i  I  i  ı // i  i
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この案は，1940年末に，審議用に50部発刊された。戦争勃発のため，ウクライナ語正書法規則

の最終的な練り上げの段階で滞ったが，作業はその後も継続した。

1946年版の正書法に対して，1959年に，さらにいくつかの小幅の変更が加えられた。そして，

翌年の1960年に発行された。この版は，1956年にロシアで発行された『ロシア語正書法・句読法

規則（ ）』の影響が大きい。1960年から1990年まで，

この1960年版が公式の正書法だった。

上記の事情をもう少し詳しく見て行く。50年代末に，正書法統一委員会が創設された。この委

員会は，ウクライナ科学アカデミーO.O.ポテブニャ（ ）記念言語学研究所，国立キエフ

大学，国立キエフ教育大学などからの代表者達で構成されている。1959年11月，『ウクライナ語

正書法』の改訂版の印刷許可が出て，1960年に冊子が発行された。その序文において，この冊子

の中には， i  i  i  i  ı i  i
 

i  i  iı i  i  i
 

i （ウクライナ語とロシア語の差異が除かれている。例えば，幾つかの句

読法の特徴，大文字・小文字の使用，分かち書きをするか否か，改行規則など) と述べられてい

る。それ故，ウクライナ語の正書法は，1956年に発行された『ロシア語の正書法と句読法の規則

（ ）』に接近することとなった 。そして，この版は，

ほぼ30年間効力を維持した。

「ペレストロイカ 」の開始後，ウクライナ語正書法の改良は再び焦眉の問題となった。正書法

規則の改訂作業を始めたのは，ウクライナ科学アカデミー付属正書法委員会だった。そこで検討

された案については，再建されたシェウチェンコ記念ウクライナ語協会 （

ı ı i ）においても議論された。新しい案は1989年11月14日に承

認され，1990年に発行された 。主たる成果は，文字 と呼格（ i ）の復活だった 。

他にもいくつかの変更がなされたが，実際には，それらの全てが慣行となったわけではなかった。

なぜならば，言論界において，活発な議論を呼び起こしたからである。その後，誤植が訂正され，

図の資料が一新しくなった。

第１回国際ウクライナ学会（1991年８月27日～９月３日）において，ウクライナに居住するウ

クライナ人だけでなくディアスポラとして海外に暮らすウクライナ人のためにも，統一された新

正書法の構築が必要であるという決議がなされた。このことは，ウクライナ語のすべての歴史的

経験に目を向けなければならないということを意味している。

I  i  ı i

ウクライナ語では，「ペレブドーヴァ（ ）」である。

その議長はドムィトロ・パウルィチコ（ ）だった。

ı

ソ連時代には，呼格は格とは認められず，「呼びかけの語形（ロシア語で ，ウクライナ語で

）」と呼ばれていた。
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すべての歴史的経験に基づいた規範を構築しようという考えを支持していたのは，科学アカデ

ミー正書法委員会だった 。1994年６月８日，ウクライナ政府は，内閣付属のウクライナ国家正書

法問題委員会のメンバーを承認した。委員会の議長となったのは，当時の副首相であり，アカデ

ミー会員であった ジュルィンシクィー（ ）だった。この委員会には，著名な言語

学者，作家，教育者達が加わっていた。委員会は1996年末までに『ウクライナ語正書法』の新版

を作成しなければならなかった。正書法の諸規則の改訂作業を実行する責任を負ったのは，再建

されたウクライナ国立科学アカデミー・ウクライナ語研究所 だった。内閣付属の国家正書法委員

会は，1996年の12月には正書法と句読法の諸規則の新版に関する審議を終了した。多くの規則が

正確で簡素になった。また，規則の例外がかなり減らされた。しかしながら，委員会の場では，

多くの提案，特に，1928年の規範の考慮あるいはそれへの回帰に向けられた提案は，大多数のメ

ンバーが賛成することもあったが，破棄されることが多かった。こういう事態になったのは，提

案に対して３分の２以上の賛成者がいなければ，正書法は1990年のままにするという取り決めが

あったからである。

前述の研究所の幹部は，作成された資料を整理し，冊子の形にして発行する義務があったが，

『ウクライナ語正書法』の作業を完了できなかった。

当初の目標は，２年半で（1996年末までに）正書法の新版を準備することだったが，諸規則の

改訂作業はかなり遅れた。最終的に，作成された提案のすべては，1999年１月中頃にウクライナ

語研究所に伝えられた。この案は，『1999年の正書法案（ ）』，ある

いは，単に『案（ ）』 という名前で知られている。

言語は変化せず立ち止まってはいない。新しい単語が生まれ，借用のプロセスが続き，科学技

術の専門用語が増えていっている。また，翻訳等の実践の場が正書法の必要性を引き出している。

現行の『ウクライナ語正書法』に関する問題は，起こるべきして起こった。このため，ウクライ

ナ科学アカデミー幹部会は，ウクライナ科学アカデミー会員V.G.ルサニウシクィ

（ i ）を中心とする正書法代表委員会を立ち上げた。

正書法委員会の仕事はいくつかの段階から成り立っている。第１段階（準備段階）として，言

語学研究所では，A.A.ブリャチコ（ ），S.I.ホロヴァシチュク（ ），G.G.コレ

スヌィク（ ）からなる作業グループが創設された。このグループに任されたのは，『ウク

ライナ語正書法』の新版に取り入れるべき修正と補足の案を練り上げることであった。作業グルー

プは，次にあげる共通の方針に従わなければならなかった。

１)伝統的なウクライナ語の書記体系を変更しない。しかし，アルファベットにおける文字の

ı i

これは，実際上は，1921年に創立され1930年に廃止されたウクライナ語研究所が一新されたものである。

1933年までのように，母音のヨータ化を復活させることが提案されているので。 は， と綴られ

ている。
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配置順序は変更できる。

２)新しい規則や例外によって，ウクライナ語の単語の綴り方の原則を複雑にしない。

逆に，同タイプの現象を一つにまとめるために，規則や例外の数を減らすように努める。

３)出来る限り，複合語の正書法を簡略化する。

４)外国語起源の単語の綴り方の規則，特に，地名，人名の綴り方の規則を精査する。

作業グループによって練り上げられた今回の『ウクライナ語正書法』の原案は，さらに，学者

グループによって検討された。学者グループは，さらに幾つかの修正と補足を組み入れることを

提案した。すべての意見を集約後，この正書法案は140部印刷された。そして，この案は，さら

に細かい検討を加えるために，国民教育省，高等教育省，ウクライナ文化省，ウクライナ語の新

聞雑誌の発行所などへ送られた。『ウクライナ語正書法』の原案は，大学のウクライナ語講座やタ

ラス・シェウチェンコ（ ）記念ウクライナ語協会「プロスヴィータ（ i ）」

での学術会議でも議論された。正書法委員会は，新たに修正が加えられた『ウクライナ語正書法』

案を詳細に検討した後，これを公刊することを決定した 。

現代のウクライナ語作家の中には，現行の綴り方規則，例えば，借用された新語や外国語の固

有名詞の綴り方の規則などから幾分逸脱している者がいる。これは，現行の正書法がウクライナ

語の書記方法によって再現されるすべての可能性や細かなことを考慮しているわけではなかった

からである。つまり，出版社の中には，多くの地理，歴史，文学の書物において，正書法を顧み

ることなく，ラテン文字使用言語からの現代風の転写方法を採用しているところがある。これら

の刊行物に特徴的なのは，英語のHとG（それに対応するのは と I）を伝える際に，はっきり

と差異を示しているところである。一方，現行の正書法は，いつ を書いて，いつ Iを書くかを

規定せず，両方の場合，同じ文字 を利用するとなっている。

最新版のウクライナ語の正書法がどのようなものであるべきかという今日の議論においては，

様々な意見が述べられている。協会の一部には，現在の『ウクライナ語正書法』には，何も変更

を加える必要がないと考え，1928年の規範に対立的な傾向を持っている人がいる。例えば，P.P.

トロチコ（ ）は， i  ı

i  i  ı ı

ı i  ı i i  i  ı ı i  i
 

i  ı i  i  i
 

ı i  ı iı i  iı i  iı

i  i  i
 

i （ウクライナ『本土』の標準語とウクライナ人ディアスポラの諸方言の規範領域

ı /I  i  i  ı I  ı ı

ı ı
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を同時に捉える規範体系を創りだす可能性がないということを理解するためには，言語学者であ

る必要はない。我々は，ディアスポラと言えば，主としてアメリカとかカナダのウクライナ人を

絶えず思い浮かべるが，西ヨーロッパ諸国，オーストラリア，アルゼンチン，ロシア，ベラルー

シ，カザフスタン等で生活しているウクライナ人もいる。統合の原則に従いながら，新しい正書

法の中には，これらのディアスポラの言語も考慮しなければならないであろう。) と考えてい

る。さらに， は， i  ı ı

i iı i  i  ı

ı i  i  i  i
 

i  i  i  i  ı i

（国家正書法委員会の最良の成果となるのは，現行のウクライナ正書法規則

の良さを確信することであろう。ウクライナ標準語には，いかなる改革も必要ではない。（中略）

なぜならば，ウクライナが今被っているあらゆる災い，すなわち，経済的，社会的，生態的災い

に加えて，言語の改革という新たな災いを加えようとしているからである。) とも考えている。

1928年の正書法に完全に戻る必要はないという意見を表明している人もウクライナ協会には

いる。作家であり文学博士候補のV.パハレンコ（ ）はこれにそった意見を述べた 。

ウクライナ協会の半数は，1928年の正書法規則へ完全に戻ることが必要であるという意見を述

べている。その意見を述べた一人が，作家であり，文献学博士候補V.パハレンコである。

1927-1928年に採択された規則の大多数は，『ウクライナ語正書法』のその後の版に反映されて

いる。それらは現在まで議論の対象になったことはない。特に成功し定着しているのは，ウクラ

イナ語の単語および借用語のスペリングに関わる部分と，標準語の文法体系を法典化している部

分である。

アカデミー会員のYu.シェヴェリョウ（ ）は，

i  ı ı i

（言語と戦ったり，もう必要でなくなったものを言語に書き加えたり

することが正書法の目的ではない。正書法によって言語を改革することが目的であるのではなく，

言語の中にあるものをどのように書くべきかを簡潔に表現するのが目的である。) と考えてい

る。

ウクライナ語の正書法の進展により分かったことは，正書法の問題は，先ず第一に，ウクライ

ナ語（標準語と多種多様な方言）の現在の構造にも，その歴史（その中には，正書法成立のプロ

ı i  i

i
 

ı i // i  ı

i  ı / i
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セスも加えられる）にも通じている言語学者が検討しなければならないということである。現在，

ウクライナ語研究所では，作業グループの活動が活発である。その作業グループには，ウクライ

ナ科学アカデミー・ウクライナ語研究所やウクライナ科学アカデミー・O.O.ポテブニャ記念言語

学研究所の研究者だけでなくキエフの高等教育機関の教員も加わっている。

ウクライナ科学アカデミー准会員・文学博士V.V.ニムチュク（ i ），ウクライナ科学アカ

デミー准会員・文学博士 I.R.ヴィホヴァネツィ（ ），文学博士K.G.ゴロデンシカ

（ ）などのウクライナ語研究所の研究者達，ウクライナ科学アカデミー准会員・文学

博士G.P.ピウトラク（ i ），文学博士V.V.ジャイヴォロノク（ ），文学博士N.

F.クルィメンコ（ ）などのポテブニャ記念言語学研究所の研究者達，ウクライナ教育ア

カデミー准会員・文学博士A.P.フルィシチェンコ（ ），文学博士O.D.ポノマリウ

（ i ），文学博士トツィカ（ ）などのキエフの高等教育機関の教師達が加わったグ

ループは，ウクライナ内閣付属正書法国家委員会の会議資料を綿密に検討した。このグループは，

ウクライナ語の正書法において議論の余地のある諸問題に再び戻って検討し，『ウクライナ語正書

法』の最新版の原案を提出した。その案は，言語学者，文学者，作家，教育学者，編集者だけで

なく，ウクライナ語に関心を寄せ，ウクライナ語の現状に心を痛め，その将来を不安に思ってい

る広範囲の全ての人達たちによって議論された。

言語は生きている。言語の体系は常に変動している。そのため，いかなる正書法規則も言語が

有する全てを包括することはできない。言語の規範に特徴的なのは二重性質である。つまり，言

語の規範は，一面では，言語現象であり，別の面からみると，社会現象としても表情豊かに登場

する。言語の規範は徐々に形成される。言語規範の変化は，政治・社会的要因，歴史・文化的要

因などによって引き起こされる。例えば， ıi「ウクライナにおいて」という表現では，

前置詞 によって，ウクライナが国家ではなく，ある国家の一部であるということを物語ってい

る。1991年以降，ウクライナは独立国家になっているので，当然， ıi「ウクライナ国にお

いて」という表現を使用すべきなのである 。ウクライナ語における新しいものを絶えず考慮し，

正書法の諸要素を正確にしたり，変更したりする必要がある。そのために，ウクライナ科学アカ

デミーの組織のなかに，ウクライナ語研究所を基盤にした正書法常設委員会が創設された。

現代ウクライ語正書法は音韻論的原則に基づいている。そして，形態論的，伝統的・歴史的，

弁別的原則によって補われている。

音声学的な原則に従えば，単語は，現代標準語に特徴的な正音法の規範に従って，発音される

とおりに書くべきである。

形態論的原則の本質は，語中における形態素の位置や同根語における同化・異化の過程の影響

に関わりなく，形態素を統一したスペリングで書くことである。

ı i  i
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伝統的，すなわち，歴史的原則は確立された書記法の伝統を必要とする。

異化の原則に従えば，同音の単語は，その意味に従って，区別して書かれる。例えば， i ，

i  iなど。

現行の正書法の構造は，下記のようになっている 。

．語幹の正書法（ ）

・文字による音声の表記（ i  i  i ）（ 1-20）

・接頭辞の正書法（ i i ）（ 21）

・接尾辞の正書法（ i i ）（ 22-24）

・複合語の正書法（ i ）（ 25-33）

・大文字の用法（ ı i ）（ 34-40）

・分綴改行規則（ ）（ 41-42）

・アクセント記号（ ）（ 43）

．名詞，形容詞，代名詞，数詞の変化語尾の正書法（ i  i  i  i ）

・名詞（I ）（ 44-66）

・形容詞（ ）（ 67-69）

・数詞（ i ）（ 70-72）

・代名詞（ ）（ 73-79）

・動詞（ i ）（ 80-85）

．外来語の正書法（ i i ）

・子音（ i）（ 86-89）

・音 jと母音の伝達（ j ）（ 90-91）

・子音と母音の結合のグループ（ ）（ 92-99）

・外来語の語形変化（ i  i  i i ）（ 100）

．固有名詞の正書法（ i ）

・ウクライナの姓，姓・名の語形変化（ ı i  i  i  i  i  i  i ）（

101-105）

・ i i  i  i i  i  i  i i （ 106-107）

・ i i （ 108-114）

．句読法の主要規則（ i i  iı）（ 115-125）

ı /I  i  i  ı I  ı ı

ı ı
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i

１． ı ı i XIV  ı i XVII
 

i  i  i
 

i

２． i  I  i  iı ı ı ı //

i  i

３． /

III

４． i  ı iı ı

//
５． i  I  I  i  I  i  ı ı i  ı

６． i i  ı ı ı iı

i // i  ı i  i
 

ı II

７． ı i

８． i  i  ı // ı

９． I  i  ı i

10． i  I  i  ı // i  i

11． I  i  ı i

12． ı

13． ı i

14． ∊ ı i  i

15． i
 

ı i // i  ı

16． i  ı / i

17． ı i  i

18． ı /I  i  i  ı I  ı ı

ı ı

19．小林潔『ロシア文字の話』東洋書店，2004年

20．山口巌『ロシア中世文法史』名古屋大学出版会。1991年
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